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令和7年度新羽地区社会福祉協議会事業報告

事業名 事業結果報告 

会報発行 

１．「ふくしの和」第４１号(令和８年１月１日) 

4,100 部を発行し、町内会員全戸に配布。過去の「ふくしの和」もデジタル化

し、新羽地区社会福祉協議会ホームページに掲載。また作成にあたり、新羽高校

ボランティア部に写真撮影の協力をいただく。新年の挨拶、小学生の作文、町内

会での行事を掲載。本年度は大新羽音頭普及会の活動を知っていただくよう詳し

く取り上げた。 

２．社協ニュース  

年３回発行。紙面だけでなく、新羽地区社会福祉協議会ホームページにも掲載

し、新羽地域ケアプラザでの共同イベントや社協の活動等を写真つきで見やすく

した。また児童福祉の内容や助成金の使い道を会員の皆さまと各種募金のご協力

者へ知っていただけるよう工夫した。 

研修・施設

見学 

令和７年度は、地区社協主催の研修会は実施せず、新羽地域ケアプラザと共催し

たイベントなどで、福祉活動の理解につなげた。 

児童福祉 

・新羽小学校および新田小学校の新入学児童全員に、交通安全を願った黄色い

帽子を贈呈。新羽小 54 個・新田小 7 個。入学説明会にて児童保護者に手渡し

た。 

・新羽小学校個別支援学級に、台形テーブル４台（99，990 円 税込）を購入

し、寄贈。詳しい使い方や校長先生の談話は 広報紙「社協ニュース」と「ふく

しの和」に掲載し、多くの住民の方への周知もした。 

在宅援護 

例年民生委員・児童委員の皆さまにご協力していただき、高齢者世帯・ひとり親

世帯等、気がかりな世帯へ訪問を行っている。生活必需品を慰問品としてお渡し

し、お声かけをしながら近況の確認をしている。 

【慰問品内容】 

台所洗剤２本・ハンドソープ１本・２０Ｌゴミ袋（１００枚） 

令和７年度は２８世帯へ配布。  
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事業名 事業結果報告 

助成活動 

 

今年度助成金申請のあったものは次の通りである。 

 

1．『新羽連合町内会防犯部』 

文集「若い芽」の発行費（年１回）の表彰状・賞品代として 20，000 円を

申請。新羽小学校・新田小学校・新羽中学校より作文を集め、回覧板等で読

んでいただき町民の防犯意識の向上を目的としている。 

 

2．『にっぱオレンジ（認知症カフェ）』運営費として 12,000 円を申請。毎月 1

回のカフェコーナーの運営で、認知症についての啓発・気軽なおしゃべりな

どで、当事者や介護者との交流や相談にのっている。 

 

3．『大新羽音頭普及会』 活動のための T シャツ 50 枚の作成費（初期費用、

印刷代等を含む）の一部として 55,000 円を申請。サマフェスや健民祭など

町内イベントでの踊りのほか、新羽小学校出前授業でも文化の継承に役立て

ている。 

 

4．『注漣百万遍保存会』 わら蛇作りの材料等として 20,000 円を申請。町内

4 カ所に飾る 4 匹の大ヘビのほか、新羽小学校・新田小学校の児童・先生に

地域交流および行事の継承を行った。 

 

５．『保健活動推進員』 

ウォーキングイベントの下見交通費、当日保険代、印刷代、メンテナンス

費、「保健測定会」のぼり旗（４本）の作成費等として 33,000 円を申請。

10／9 北新羽と 2／19 大倉山梅林の２回ウォーキングイベントを実施。 

にっぱらっぱフェスティバルでは新たに作成したのぼり旗を使い、健康測定 

会実施のＰＲに成功し、例年以上の方の測定ができ、意識向上に貢献した。 

 

６．『にっぱラジオ隊』  

月２回運営のラジオ体操の会。年度末に参加回数上位者への表彰式での賞品

代、通信費として 3,400 円を申請。令和７年度は１７回のラジオ体操会の
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実施。１０回以上参加の方への賞品（１００円ほど）を贈呈し、健康維持の

モチベーション向上に寄与した。 

 

７．『みどりの輪きたにっぱ』 

 お花見会お茶代 4,000 円の申請。精算額 3,888 円。令和８年３月２８日光

明寺にてお花見と歌の会を実施する際のお茶代に充当のため申請。「みどりの輪

きたにっぱ」は、北新羽地区近郊をメイン会場とし、地域の事業所や施設の方と

連携して高齢者の外出機会の提供を目的とした、イベントを年２回ほど実施して

いる。 

   

 

【その他助成活動】 

新羽町連合町内会との協力  

・合同敬老の集いが開かれないので、昨年同様、各町内会・自治会ごとの敬老 

イベントに対し３万円ずつ（８町会２４万円）の助成を行った。 
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事業名 事業結果報告 

賛助会員の

募集 

 

町会加入者の減少や転出、事業所の減少などで口数の増加は難しい中、町内会・

自治会のみなさまに取り組んで頂き、感謝申し上げます。 

賛助会費 町内会別実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賛助会費は、一口２千円にてお願いをしている。 

町  会  名 賛助会費口数 賛助会費金額 

南町内会 147 294,000 円 

中之久保町内会 ９２ 184,000 円 

大竹町内会 ４３ 86,000 円 

中央町内会 １０６ 212,000 円 

新羽町自治会 ６６ 132,000 円 

新羽町町内会 ５３ 106,000 円 

北新羽町内会 １５０ 300,000 円 

クリオ新横浜北自治会 ２５ 50,000 円 

合   計 682 1,364,000 円 

年末たすけ

あい運動 

 

年末たすけあい募金 町内会別募金額 合計 1,168,928 円 

 

【配分内容】 

『在宅援護配分』慰問金 ４８世帯/７４人 314,000 円 

『社会福祉施設等への活動補助金として』２施設へ 30,000 円 

『社会福祉団体への活動補助金として』２団体へ 132,000 円 

『港北区社会福祉協議会への納付』662,428 円 

『その他・年末たすけあい事務費』30,000 円 

 

町会名 募金額 町会名  

南町内会 379,440 円 新羽町自治会 78,000 円 

中之久保町内会 86,700 円 新羽町内会 86,000 円 

大竹町内会 63,178 円 北新羽町内会 200,000 

中央町内会 215,000 円 クリオ新横浜北自治会 60,610 
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事業名 事業結果報告 

自主事業 

 

新羽地域ケアプラザ主催のイベントである『オレンジの輪プロジェクト２０２５

～誰もが安心して暮らせる町 新羽～』のスローガンのもと、認知症への理解を

深めるきっかけ作りとして、新羽町内を認知症啓発活動のテーマカラーのオレン

ジで彩るようマリーゴールドの苗木を購入し、認知症をテーマとしたイベント

（映画上映会や講習会）で参加者へ配布した。 

※花苗代は花の里づくりの会から負担していただいた。 

総会・会議 

・総会 理事および評議員には書面による議案決議を提出していただき、常務理

事会において、その場の参加者の賛否を加えたもので議決した。 

 書面による質問や意見には常務理事会で話し合いを設け、回答をした。 

 

・常務理事会を毎月行われる連長会のあとに開催した。また、事務局会議を月１

回以上集まり、常務理事会の議題の作成等の話し合いを行った。 

・本年度より円滑化をはかるため連絡に SNS を利用し、常務理事会での議題・

議事録を、各町内会・自治会の理事へ配信した。 

 

・区社協主催の会長・事務局会、講習会への参加。 

 

 

 

 


